
八幡市 西山龍夫

～一人ひとりに寄り添った改革を実現します～

西
山
た
つ
お

日
本
維
新
の
会　
公
認

改革。そして成長。

〈主なプロフィール〉

八
幡
生
ま
れ
の
八
幡
育
ち

大
正
製
薬
㈱
元
社
員

松
花
堂
庭
園
美
術
館
元
副
館
長

八
幡
市
文
化
セ
ン
タ
ー
元
副
館
長

宅
地
建
物
取
引
士
試
験
合
格

管
理
業
務
主
任
者
試
験
合
格

２
級
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
技
能
士

歴史と文化に彩られた京都
府を守り抜く

■
身
を
切
る
改
革
を
実
行

■
行
財
政
改
革
の
必
要
性

■
こ
ど
も
真
ん
中
社
会
の
実
現

■
防
災
・減
災
へ
の
取
り
組
み

南
海
ト
ラ
フ
大
震
災
な
ど
、予
期
せ
ぬ
自
然
災
害
に
対
応
す
る

た
め
、市
町
村
の
枠
を
超
え
、一
元
的
に
即
応
す
る
防
災
庁
の

設
置
を
推
進
し
、近
隣
府
県
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、家
族
同
然
の
ペ
ッ
ト
と
の
避
難
に
つ
い
て
も
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
中
心
に
な
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

家
庭
環
境
に
左
右
さ
れ
な
い
教
育
機
会
の
均
等
を
図
る
と
と

も
に
、教
育
、保
育
の
完
全
無
償
化
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、塾
代
や
習
い
事
な
ど
の
課
外
活
動
の
助
成
を
実
現
し
、

子
供
た
ち
の
多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
を
構
築
し
ま
す
。

京
都
府
の
財
政
は
、危
機
的
な
状
況
で
す
。未
来
を
担
う
子
供

た
ち
に
、大
き
く
膨
ら
ん
だ
借
金
を
背
負
わ
せ
な
い
た
め
に
も
、

改
革
を
前
に
進
め
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

政
治
家
自
ら
率
先
し
て
改
革
の
覚
悟
を
示
す
た
め
、

府
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
削
減
、議
員
定
数
の
削
減
を
強
力

に
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

既
得
権
益
を
打
ち
破
り
、民
間
の
経
営
感
覚
を
取
り
入
れ
た

行
財
政
改
革
を
断
行
い
た
し
ま
す
。ま
た
、京
都
の
明
る
い

未
来
の
創
造
、発
展
を
疎
外
す
る
規
制
を
緩
和
、見
直
し
、

廃
止
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

※

皆
様
の
声
を
政
策
に

　　　
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

重
点
政
策
高
齢
者
、障
が
い
者
の
皆
様
の
福
祉
の
充
実
を

図
り
ま
す
。子
供
た
ち
に
徹
底
投
資
を
行
い
ま
す
。

維新政治塾第６期
生
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あなたの一票をお願いします。


